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「会社では将棋

トップの平社員」

シエア松塚将棋クラブ N0245

令和 5年 6月 15日 (木)1時 30分～4時

例会は毎週木曜日 次は 6月 22日 (本 )

N0244詰将棋問題は6名 の方から解答が寄せられ、
玉置六段、中二段、花田六段、設楽竜王、青田八段が
3間 とも正解、上野二段が 2間正解でした。

それで花田六段が詰将棋七段に昇格されました。
おめでとうございますム4/〃 〃

N0244詰 将棋解答
第 1問 1.05三角成 2.03二玉 3.● 2二香成 4.白 同玉

5.● 3三銀 6.01三玉 7.03-馬 8.01二玉 9.● 2二馬
第 2問 1.● 3五角 2.0同銀  3.■ 1二竜 4.02四玉

5.● 4三角 6.白 同金  7.■ 1四竜 8.白 3三玉 9.● 3四竜

第 3間 1.● 1四金 2.0同玉  3.■ 2三角 4.02四玉
5.● 3四角成 6.01四玉 7.● 2五銀 8.0同馬 9,自 2三馬

米長邦雄水世棋聖はある順位戦で、勝てば昇級のチャンスがある先輩棋

士と対局する機会がありました。そのとき自身は昇級にも降級にも絡まな

い状況でした。

言わば消化試合にも等しかつたのですが、この対局に全力で立ち向かつ

て勝利、先輩棋士の昇級を阻みました。

たとえ自分にとつては消化試合でも、相手にとつて大事な対局なら全力

を尽くして負かす。これは「米長哲学」として広く将棋界に知れ渡つてい

ます。

羽生九段、日本将棋連盟

会長に

様

第
１
問

飛
桂
・

歩

尋 V

幸

T
銀

響

マ

・

一

●

・
ニ

第
２
問
　
飛
金
２

で
　
■

第
n・

0
日目
:口J

尋

金
．２

:主  妥

¬嘩
r.〒

角   :I 手

七  段
l

:

:

l

:

曇
==言尋.
貢華:

F‐Υ=ギ

理
電
蝠
彊

/‐ヽ
し
'大
山醸購『畢凡1議妙手《こ譲きる」

大山康晴十五世名人は派手さはありませんでしたが、堅実に勝ちに行く

スタイルでした。「平凡は妙手にまさる」という言葉もそれを表しています。

一見平凡でも、それが最善の―手ということが将棋には多いのです。

:α
ン米長郷晰 輔 亀試合でも欄雛 |ことつて大亭な輔口なら全%を尽くす」
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